
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 学習活動 時 学習活動 時 学習活動 

１ 

身の回りにあるものの長さを、直接比較で比

べる。 

「ながさのくらべかたをかんがえよう。」 

（○知①：発表）（・態①：ノート、発表） 

２ 

教室にあるものをテープでうつしとった長さをさが

し間接比較の仕方を知る。 

「おなじながさのものをさがそう。」 

（○知①：発表）（・態②：ノート、発表） 

５ 

身の回りにあるものの広さを直接比較で比べる。 

「ひろさのくらべかたをかんがえよう。」 

（○知①：発表）（・態①：ノート、発表） 

 期待する振り返り 

・動かせない物もテープを使うと長さを比べることができ

た。 

・いろいろなものの長さを一度で比べることができた。 

期待する振り返り 

・はしをそろえて広さを比べることができた。 

・重ねて広さを比べることができた。 

３ 

任意単位のいくつ分で長さを比べる。 

「つくえのよこのながさをしらべよう。」 

（○知②：ノート、発表）（・態③：発表） 

６ 
 

４時で用いた考えを生かして広さを比べる。 

「ひろいがかちげえむをしよう。」 

（○思①：発表）（・態③：ノート、発表） 

４ 

任意単位の大きさを揃えていくつ分かを比べる。 

【本時】 

「ながいがかちげえむをしよう。」 

（○思①：発表）（・態③：ノート、発表） 

期待する振り返り 

・長いが勝ちゲームのときといっしょで、一番小さいま

すのいくつ分かで考えた。 

・同じ長さのものを使うと長さを比べやすい。 

・いくつ分かで考えると一度にたくさんのものを比べら

れる。 

・数を見れば一番広いものがすぐに分かる。 

 
 

期待する振り返り 

・はしをそろえて長さを比べることができた。 

・まっすぐ伸ばして長さを比べることがで 

きた。 

・便箋を折って長さを比べることができた。 

期待する振り返り 

・色々なものを使って長さを比べることができた。 

・同じ長さのものを使うと長さを比べやすい。 

・いくつ分かで考えると一度にたくさんのものを比べられ

る。 

・数を見れば一番長いものがすぐに分かる。 

算数科・数学科 授業づくり講座      
【教材・授業研究会】令和４年６月８日・６月29日  いの町立伊野小学校 

単元 第１学年 算数 

「おおきさくらべ」 

 

全員が自分事の研究を目指して！ 

発行 令和４年 11 月 中部教育事務所 

こちらのQRコードから中部教育事務所HPにアクセスすると、これ

までの他教科を含む授業づくり講座の記録がご覧いただけます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｑｒ 

◇本単元で育成を目指す資質・能力  C 測定（１）量と測定についての理解の基礎 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力、人間性等 

（ア）長さ、広さなどの量を、具体的な
操作によって直接比べたり、他のも
のを用いて比べたりすること。 

（イ）身の回りにあるものの大きさを単
位として、その幾つ分かで大きさを
比べること。 

（ア）身の回りにあるものの特徴に着目
し、量の大きさの比べ方を見いだす
こと。 

〇数量に親しみ、算数で学んだことのよ
さや楽しさを感じながら学ぶ態度を養
う。 

 

 ◇学びのゴール  

○長さや広さの意味、表し方を理解し、比べたいものに応じた比べ方ができる。 
〇直接比較、間接比較、任意単位による測定を場面や目的に応じて使い分け、適切に処理できる。 
〇比較量が基準量の幾つ分か比べることができる。 
〇大きさのちがいを数に表して比べることができる。 

 

伊野小学校では、学習指導要領を読み解きながら育成を目指す資

質・能力を明らかにし、その実現を可能とする単元プランを各ブロッ

クから提案する形式の教材研究会を行っている。そうすることで授業

者や学年任せではなく、全教員が自分事で教材研究をする体制を確立

している。また、本年度は全国学力・学習状況調査で毎年課題となっ

ている「割合」に焦点を当て、全校をあげて取り組んでいる。 

５年生で学ぶ割合は、長年、難関単元 
として日本中の小学生の前に立ちふさが 
ってきました。昨年の全国学力・学習状況 
調査でも…５年生になってから、割合の勉 
強では遅いと考えています。低学年のころ 
から割合の見方を働かせる場面を意識して指導しないと
いけないのではないか…そう思うのです。伊野小学校み
んなの力を集結して難関単元を克服しましょう。 
～伊野小学校 研究通信 加茂山 

 ２０２２/4/5 vol.１より～ 

研究主任の 
言葉 

 

本時や単元のまとまりご
とに子どもに期待する振
り返りを想定していた中
ブロックのアイデアを生
かして、単元プランをブラ
ッシュアップしました。 

それぞれのブロックの提案を生かした伊野小学校ならではの単元デザインへ 

 

  

 

 

  

                

 

本時の授業づくり 

この時間にどのような力を付けたいの
かを授業者がしっかりもって授業するこ
とが大切だと改めて学びました。  
全員で作り上げる学習指導案や 

研究授業がたいへん参考になりま 
した。 
自校で伝えていきたいと思います。 

子どもに期待する振り返りを想定して単
元・授業づくりを行うと単元のデザインが
考えやすかったです。１時間の中 
での子どもの思考をもっと入念に 
イメージして授業を作っていきた 
いです。 
振り返りの必要性も改めて感じました。 

 低ブロック 
 

中ブロック 
 

高ブロック 
 

 

単元の工夫 

①子ども達自身が基準を揃えて比較 

する時間（本時）を設定している。 

②東京書籍の教科書では「長さ」を

単独で単元を構成している。今回

は、「基準を決めてその幾つ分かで

比較をする」という考え方の共通

性から、「長さ」と「広さ」で一つ

の単元を構成した。 

授
業
者
の
声 

参
加
者
の
声 

一つぶんのかずをかぞえ
たら、ながさがわかるよう
になった。しかくのながさ
にちゅうもくしてかんがえ
ることができた。 

実際の振り返りより 

 

中ぐらいの四角は、
一番短い四角の２
つ分です。 
一番長い四角は、一
番短い四角の３つ
分です。 

【図②】 

【図①】ながいがかちゲーム 

1 年生の担任である A先生と B先生が「ながい

がかちゲーム」（じゃんけんで勝った方から四角を

一つずつ塗っていく）をしている動画で導入し、

二人が色を塗った長さを比較させた【図①】。A先

生と B先生、「どちらが勝ちといえるのか？」を、

検討していく中で、子ども達はどちらも４つ分で

あるが、四角の長さには違いがあることに着目し

始めた。そこで、３つの異なる長さの四角を実際

に比較させ、中ぐらいの四角も、一番長い四角も、

一番短い四角の幾つ分かで表現できることを子ど

もたち自身に気付かせるようにした【図②】。そう

することで、基準となる長さを見いだせば、その

幾つ分かで比較ができることを理解できることを

目指した。 
その後は、グループで「ながいがかちゲーム」に

取り組んだ【図③】。だれが一番長いのかを比べる
際には、一番短い四角形と同じ長さに区切って基
準を揃え、その個数で長さを数値化して比べよう
とする姿が見られた。 
 続く、広さの学習でも、長さと同様に「ひろいが
かちゲーム」を行った【図④】。すると、「ながいが
かちゲーム」で働かせた基準を揃える考え方を使
って、比較する子どもが多く見られたそうである。 

本時の概要 

【図③】 

「量の測定」とは、「量Ｂを基準にとるとき、他の量Ａがその何倍に等しいかを調べ、この何倍かに
当たる数ｐによって量Ａの大きさを表現すること」である（学習指導要領(平成 29年告示)解説算数編
P.58 参照）。本時の場合、一番短い四角を基準とすると、Ａ先生の長さは６倍に等しく、Ｂ先生の長さ
は７倍に等しいということである。一方、「割合でみる」とは、「二つの数量を、個々の数量ではなく、
数量の間の乗法的な関係でみていくこと」である（同上 P.64 参照）。子どもたちは、一番短い四角を
基準とし、１と見ることでＡ先生やB先生の長さを○倍で捉えていることになる。それは、基準量と
比較量に着目して、乗法的に考察していることになり、そういった見方が割合の見方の素地となって
いる。伊野小学校のように、教師が教科内容の系統性を把握し、先の学びを見通して、低学年から基
準量や比較量を意識した授業づくりを行うことで、難関単元といわれる割合を克服し、目指す資質・
能力の育成を図りたい。 

「割合の見方」の素地として「測定」 

 

  

 

 

  

                

【図④】 


